


化粧ブロック　 コンクリート（打放し）　 レンガ　 テラコッタ　 御影石

※上記写真、マスキングテープより（左/ECコート 右/無塗布）









使用材料

ECコート
アンダー

溶剤タイプ

無色の透明液体

特殊シラン

0.80±0.05（20℃）

約 30 ～ 40℃

30℃以下密封状態で
保管した場合 1 年

危険物 第4 類第2 石油類

0.1

0.1

5.0

有機則 第3 種有機溶剤

■天然石で強制暴露の後に吸水評価テスト
ＥＣコートで処理された御影石及び大理石の試験片に対し、サン
シャインウエザーメーターに入れ、500 時間強制暴露。吸水防止
処理品と未処理品について吸水率の比較を行った。
吸水率測定方法 試験体を水で満たし、水位を一定に保って静置
する。24 時間後、表面の水分を拭き取り、吸水率を測定する。

■標準仕様 適応下地・・・コンクリート、モルタル，漆喰、レンガその他 無機建材

■ 取り扱い、保管上の注意事項　

■材料一覧表

有機則 第3 種有機溶剤 有機則 第3 種有機溶剤 有機則 第3 種有機溶剤

危険物 第4 類第2 石油類 危険物 第4 類第2 石油類 危険物 第4 類第2 石油類 非該当

非該当

30℃以下密封状態で
保管した場合 1 年

30℃以下密封状態で
保管した場合 1 年

30℃以下密封状態で
保管した場合 1 年

30℃以下密封状態で
保管した場合 1 年

約 30 ～ 40℃ 約 30 ～ 40℃ 約 30 ～ 40℃ なし

0.80±0.05（20℃） 0.80±0.05（20℃） 0.80±0.05（20℃） 1.05±0.05（20℃）

特殊シラン 特殊シラン 特殊シラン 特殊シラン

無色の透明液体 無色の透明液体 無色の透明液体 乳白色液体

溶剤タイプ 溶剤タイプ 溶剤タイプ 水性タイプ

ECコート
ト ッ プ2回目

1回目

品 名 ECコート アンダー ECコート アンダー
(石材用 )

EC コート トップ
共通

ECウェットコート ECアクアコート

外 観

タイプ

主成分

比 重

引火点

貯 蔵
安定性

消防法

労安法

大理石 24 時間後

処理暴露前

処理暴露後
未処理

0.0

0.0

0.3　

御影石 24 時間後

処理暴露前

処理暴露後
未処理

特徴

コンクリート内部に深く浸透し防水層を形成します。

※塗布対象面の状態により、稀に変色の可能性があります。これを防ぐために試し塗りを必ず実施して事前確認および塗布量を決定してください。

撥水性を示しコンクリート表面をカビ、藻、その他汚れから
長期にわたり保護します。

刷毛・ローラー
16 L 缶

刷毛・ローラー
16 L 缶

塗布量 (kg/㎡) 塗装方法

0.15 ～ 0.15 L/㎡

0.15 ～ 0.2L /㎡

●下地表面は濡れ色を示さない程度以上に、あらかじめ乾燥させて下さい。
●下地表面に付着している埃、油、エフロレッセンス、レイタンス等はあらかじめ
除去して下さい。

●ECコートは、うすめずそのまま使用して下さい。
●塗付けはコートを躯体内に十分浸透させて下さい。
●塗布量は下地の吸い込み状態によって、工程表の標準塗布量と異なる場合があります。
●直射日光で躯体表面の温度が 40℃以上の場合は塗布を見合わせ、日陰に移ってから施工を
はじめるようにして下さい。

●塗布後、吸水防止機能が十分に発揮するには 24 時間以上の経過を必要とします。
●降雨、降雪が予想されるの場合や風の強い日、気温 5℃以下の場合は施工をしないでください。
●作業の際は、換気のよい場所で行うか、局所排気装置を設置してください。
●適切な保護具（保護眼鏡、保護手袋、マスク、エプロンなど）を着用してください。
●子供の手の届かないところへ保管してください。
●凍結防止のため、0℃以上で保管してください。
●詳細は製品安全データーシート（ＭＳＤＳ）をご覧ください。

美しい環境を創造する
〒761- 0311　香川県高松市元山町 299 番地 1 　TEL：087-873-2618　FAX：087-873-2617

ECカンパニー
www.ec-company.jp

■　取り扱い　保管場の注意

■　荷姿
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